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会
長
あ
い
さ
つ

川
鍋　
太
志

　
日
頃
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
高
崎
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
九
月
に
な
り
小
学
校

は
運
動
会
、
中
学
校
は
前
期
の
期
末

テ
ス
ト
、
そ
し
て
三
年
生
は
こ
れ
か

ら
受
験
に
本
格
的
な
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
後
半
年
最

後
ま
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
十
二
月
に
は
高
崎

で
県
Ｐ
と
市
Ｐ
の
大
会
が
音
楽
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
企
画
を
し
て

い
ま
す
の
で
是
非
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

一
年
は
あ
っ
と
い
う
ま
で
す
。
そ
の

中
で
私
た
ち
は
子
ど
も
が
伸
び
る
環

境
を
学
校
、
地
域
、
そ
し
て
家
庭
で

協
力
し
て
作
る
こ
と
が
一
番
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

高
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
多
く
の
情

報
を
共
有
し
て
、
い
い
も
の
は
取
り

入
れ
て
少
し
で
も
教
育
環
境
が
良
く

な
る
よ
う
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
等
も
企
画
し
て
い
ま
す
の

で
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
の
一
緒
に
少
し
で
も
成

長
で
き
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
年
も
あ
と
半
年
で
す
が
、
最
後

ま
で
笑
顔
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

 

本
部
役
員
紹
介

▼
会　
長

　
　
川
鍋　
太
志
（
矢
中
中
）

▼
副
会
長

　
　
竹
内　
一
普
（
北
小
）

　
　
梅
山　
文
秀
（
六
郷
小
）

　
　
富
山　
俊
吾
（
中
央
小
）

　
　
宮
田　
義
和
（
豊
岡
小
）

　
　
中
里
見
信
章
（
榛
名
中
）

▼
常
任
理
事

　
　
土
屋
万
智
子
（
群
馬
南
中
）

　
　
今
井　
陽
子
（
城
南
小
）

　
　
堀
越　
明
仁
（
吉
井
中
央
中
）

　
　
高
槗
い
よ
子
（
矢
中
小
）

　
　
堀
口
恵
美
子
（
倉
賀
野
小
）

▼
担
当
校
長

　
　
富
澤　
　
昭
（
箕
郷
東
小
）

　
　
星
野
順
一
郎
（
南
八
幡
中
）

 

監
事
紹
介

　
　
根
岸　
　
誠

　
　
飯
沼　
理
恵

 

顧
問
紹
介

　
　
小
此
木
正
信
（
塚
沢
中
）

　
　
手
島　
茂
樹
（
東
京
福
祉
大
）

 

参
与
紹
介

　
　
大
森　
浩
二
（
中
居
小
）

　
　
谷
越　
康
洋
（
新
町
第
一
小
）

 
理
事
紹
介

▼
議　
長

　
　
竹
内　
一
普
（
北
小
）

▼
理　
事
（
ブ
ロ
ッ
ク
長
兼
務
）

　
第
一
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
静
野　
純
夫
（
倉
渕
中
）

　
第
二
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
堀
内　
佳
隆
（
堤
ヶ
岡
小
）

　
第
三
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
阿
部　
　
均
（
南
陽
台
小
）

　
第
四
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
橋
本　
修
一
（
京
ヶ
島
小
）

　
第
五
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
鈴
木　
　
充
（
片
岡
小
）

　
第
六
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
藍　
　
正
弘
（
長
野
郷
中
）

　
第
七
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
遠
山　
　
昇
（
塚
沢
中
）

　
第
八
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
清
水　
浩
一
（
西
小
）

 

二
委
員
会

▼
家
庭
教
育
委
員
会

　
委
員
長

　
　
富
山　
俊
吾
（
中
央
小
）

　
副
委
員
長

　
　
中
里
見
信
章
（
榛
名
中
）

　
　
堀
口
恵
美
子
（
倉
賀
野
小
）

▼
情
報
委
員
会

　
委
員
長

　
　
梅
山　
文
秀
（
六
郷
小
）

　
副
委
員
長

　
　
堀
越　
明
仁
（
吉
井
中
央
中
）

　
　
高
槗
い
よ
子
（
矢
中
小
）

 

六
十
周
年

　
　
記
念
研
究
大
会

　
実
行
委
員
長

　
　
宮
田　
義
和
（
豊
岡
小
）

　
副
実
行
委
員
長

　
　
今
井　
陽
子
（
城
南
小
）

　
十
二
月
三
日
（
土
）
に
群
馬
音
楽

セ
ン
タ
ー
に
て
第
五
十
七
回
群
馬
県

小
中
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
並

び
に
高
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
六
十
周

年
記
念
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
基

調
講
演
は
、
元
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

の
桑
田
真
澄
氏
で
す
。	

	
	

	
	

	
	

	

市Ｐ連ホームページを
ご利用ください！

　昨年に引き続き、今年もホームページ
をより利用し易くするために検討を行っ
ています。ご期待ください。
http://takasaki-pta-net.com/
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今
回
は
、「
学
校
自
慢
」「
部
活
動
の

様
子
」「
学
校
紹
介
」「
節
電
対
策
」の

四
項
目
に
つ
い
て
記
事
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

学
校
自
慢

（
特
色
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
）

【
南
小
学
校
】

　
町
探
検
、
ト
リ
ビ
ア
巡
り
（
縦
割

班
活
動
）
等
、
保
護
者
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
ま
す
。
市
街
地
の
学

校
の
特
色
を
活
か
し
、
市
役
所
、
高

崎
駅
、
商
店
街
、
図
書
館
、
美
術
館

等
、
様
々
な
場
所
で
、
子
ど
も
た
ち

は
、
説
明
を
聞
き
、
質
問
を
し
て
、

地
域
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
街
の
素

晴
ら
し
さ
、
地
域
の
方
々
の
温
か
さ

に
触
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る

貴
重
な
体
験
学
習
で
す
。

【
長
野
小
学
校
】

　
長
野
小
学
校
で
は
、
六
月
二
十
三

日
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
「
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
空
手
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

空
手
の
初
歩
的
な
型
を
練
習
す
る
こ

と
で
、
腹
式
呼
吸
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ

ト
効
果
や
、
護
身
術
も
身
に
つ
け
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
雨
の
合
間
に
、
み
ん
な
で
爽
や
か

な
汗
を
流
し
、
心
地
よ
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
国
府
小
学
校
】

　
三
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
「
国
府
ブ
ラ
ン
ド
白
菜
」
を
テ
ー

マ
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
収
穫
や
白

菜
料
理
の
学
習
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
支
援
し
て
い

ま
す
。

【
市
立
養
護
学
校
】

「
年
四
回
以
上
開
催・Ｐ
Ｔ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」

　
本
校
に
は
小
学
部
と
中
学
部
が
あ

り
ま
す
。
保
護
者
は
、
卒
業
後
の
進

学
先
や
さ
ら
に
そ
の
先
の
就
労
先
を

ど
う
す
る
か
、
子
ど
も
の
代
わ
り
に

考
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
校

の
研
修
委
員
会
で
は
特
別
支
援
学
校

高
等
部
や
福
祉
施
設
等
の
見
学
を
Ｐ

Ｔ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
年
四
回
以

上
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
北
部
小
学
校
】

　
毎
年
充
実
し
た
『
学
年
行
事
』
を

実
施
し
て
お
り
、
親
子
で
学
ぶ
場
面

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
一
〜
二
学
年

は
体
を
使
っ
た
「
親
子
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
」、三
学
年
は
創
意
工
夫
で
楽
し
む

「
親
子
粘
土
教
室
」、四
学
年
は
実
際

に
触
れ
た
り
乗
っ
た
り
で
き
る
「
親

子
車
い
す
体
験
」、五
学
年
は
携
帯
電

話
の
危
険
性
を
親
子
で
学
ぶ
「
携
帯

電
話
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
」、六
学

年
は
実
際
に
作
る
事
で
古
代
人
の
生

活
を
体
験
で
き
る
「
親
子
勾
玉
作
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
塚
沢
小
学
校
】

　
毎
年
十
一
月
地
域
の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
為
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
を

開
催
。
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
・
ス
テ
ー

ジ
発
表
が
あ
り
五
百
名
以
上
の
参
加

者
あ
り
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
考
え

よ
う
、
今
私
達
に
で
き
る
こ
と
」。環

境
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
ボ
ト
ル
キ
ャ

ッ
プ
を
収
集
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の

植
林
活
動
、
震
災
支
援
と
し
て
の「
節

電
」
活
動
も
行
う
。
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

一
丸
と
な
り
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

【
城
東
小
学
校
】

　
特
色
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
は
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
グ
ル
っ
と
メ
ぐ
る

ツ
ア
ー
で
す
。
こ
れ
は
校
区
内
を
親

子
で
巡
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、

タ
ワ
ー
美
術
館
・
競
馬
場
を
見
学
し

な
が
ら
三
二
五
人
で
巡
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
城
東
地
区
ふ
れ
あ
い
バ

ザ
ー
で
す
。
本
校
は
城
東
地
区
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
の
実

施
を
通
し
て
地
区
の
方
々
と
の
連
携

・
ふ
れ
あ
い
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
下
里
見
小
学
校
】

　
里
見
地
区
は
古
く
か
ら
梨
の
栽
培

が
盛
ん
で
、
下
里
見
小
学
校
の
校
庭

に
も
校
内
学
習
の
目
的
で
、
三
十
年

程
前
に
植
え
ら
れ
た
梨
の
木
が
あ
り

ま
す
。
地
元
の
梨
生
産
農
家
の
方
に

協
力
し
て
頂
き
、
三
年
生
の
児
童
が

毎
年
お
世
話
を
担
当
し
ま
す
。
今
年

も
六
月
十
五
日
に
梨
の
袋
か
け
を
行

い
ま
し
た
。
秋
に
収
穫
さ
れ
る
梨
は

給
食
や
、
学
校
を
訪
れ
る
お
客
様
に

振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

【
南
八
幡
小
学
校
】

　
日
頃
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、

様
々
な
行
事
に
積
極
的
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
我
が
校
の
特
色
と
し
て
、
運
動

会
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
で
第
九

回
目
に
な
る
、
地
区
合
同
で
の
運
動

会
で
す
。
地
域
の
皆
様
と
子
供
達
が
、

力
を
合
わ
せ
て
競
い
合
う
姿
は
、
と

て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
、
他
校
に
は
な

い
我
が
校
自
慢
の
行
事
で
す
。

【
大
類
小
学
校
】

　
毎
年
六
月
の
日
曜
日
を
利
用
し
、

自
由
参
観
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
普

段
は
仕
事
で
学
校
に
来
ら
れ
な
い
お

父
さ
ん
達
も
、
自
分
の
都
合
の
良
い

時
間
に
、
自
由
に
授
業
を
見
学
し
、

子
供
た
ち
の
勉
強
し
て
い
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
午
後

に
な
る
と
、
学
校
の
周
り
や
一
貫
堀

南小学校

国府小学校

塚沢小学校

下里見小学校

大類小学校
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川
に
沿
っ
て
親
子
で
コ
ス
モ
ス
の
種

蒔
き
を
行
い
ま
す
。
秋
に
な
る
と
た

く
さ
ん
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

【
久
留
馬
小
学
校
】

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

・
朝
行
事
の
時
間
に
年
間
十
回
程
度

実
施

・
木
陰
文
庫
（
こ
か
げ
ぶ
ん
こ
）

　
夏
休
み
中
、
プ
ー
ル
の
後
に
久
留

馬
小
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
（
く
す
の

木
）
の
木
陰
で
読
み
聞
か
せ
を
実
施
。

【
新
町
第
二
小
学
校
】

　
六
月
二
十
三
日
に
新
町
第
二
小
学

校
で
、
ホ
タ
ル
の
観
賞
会
を
行
い
ま

し
た
。
我
が
校
で
は
、
昭
和
六
十
一

年
に
開
校
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て

作
り
上
げ
た
『
ホ
タ
ル
の
池
』
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
「
甦
れ　
ホ

タ
ル
の
池
に
幻
想
的
な
光
を
」
と
い

う
企
画
を
本
格
的
に
は
じ
め
、
今
年

で
二
年
目
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
蒸

し
暑
く
て
風
も
な
く
、
ホ
タ
ル
の
観

賞
に
絶
好
の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
が
大
勢
来
ら

れ
、
ホ
タ
ル
の
情
緒
あ
る
光
に
と
て

も
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
我
が
校
の

夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
毎
年
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
、
今
後
も
こ

の
企
画
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
東
部
小
学
校
】

　
毎
年
、
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
各

分
野
で
の
専
門
家
の
方
を
招
き
、
未

来
あ
る
子
ど
も
達
に
夢
を
持
ち
、
そ

の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け
る
事

の
大
切
さ
を
語
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ

サ
ス
代
表
取
締
役
の
糸
井
丈
之
氏
と

選
手
を
招
き
、「
夢
に
向
か
っ
て
」
を

演
題
に
保
護
者
・
子
ど
も
達
・
地
域

の
方
に
も
参
加
し
て
頂
き
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

【
西
小
学
校
】

　
毎
年
七
月
初
め
の
土
曜
日
に
親
子

で
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
目
的
で
開
催
さ

れ
る
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
あ
り
ま
す
。
例
年
、
親
子
で
理

科
に
ち
な
ん
だ
遊
び
や
工
作
を
し
た

り
、
出
来
ば
え
に
応
じ
て
色
粉
が
も

ら
え
る
泥
だ
ん
ご
作
り
を
子
供
と
協

力
し
た
り
競
い
合
っ
た
り
し
て
作
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
親
子

に
大
好
評
の
行
事
で
す
。

【
豊
岡
中
学
校
】

　
全
Ｐ
会
員
が
年
二
回
『
朝
の
あ
い

さ
つ
運
動
』
を
分
担
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
今
年
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

セ
ミ
ナ
ー
で
上
武
大
学
花
田
監
督
の

講
演
会
を
予
定
し
て
お
り
楽
し
み
で

す
。
各
委
員
会
活
動
で
は
、
広
報
委

員
会
作
成
の
広
報
紙
で
平
成
二
十
一

年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
佳

作
入
選
を
果
た
す
等
活
発
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
倉
渕
中
学
校
】

　
『
一
人
一
楽
器
』
の
授
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
入
学
し
て
す
ぐ
自

分
の
楽
器
を
決
め
、
一
年
間
で
一
曲

～
二
曲
を
吹
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
成
果
は
、
紅
葉
祭
、
地
域
の
文

化
祭
や
成
人
式
な
ど
で
披
露
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
行
う
『
ビ
ン
・
カ
ン
・
古

紙
回
収
』
で
得
た
収
入
は
、
楽
器
修

理
の
補
助
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、
地

域
全
体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い

ま
す
。

【
入
野
小
学
校
】

　
五
月
二
十
七
日
、
学
校
の
「
不
審

者
対
応
避
難
訓
練
」
に
協
力
。
会
長

自
ら
不
審
者
役
を
務
め
た
。
こ
の
日

は
高
崎
警
察
署
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
「
三
位
一

体
」
と
な
っ
た
訓
練
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
学
校
、
地
域
と
連
携
し
、

児
童
の
安
全
の
た
め
に
活
動
し
て
い

き
た
い
。

【
里
見
小
学
校
】

　
月
・
水
・
金
の
二
十
分
休
み
に「
Ｒ

Ｕ
Ｎ
ラ
ン
タ
イ
ム
」
の
時
間
を
設
け
、

ラ
ダ
ー
を
取
り
入
れ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
集

会
で
も
ラ
ダ
ー
と
マ
イ
ク
ロ
ハ
ー
ド

ル
を
利
用
し
た
運
動
を
行
い
、
楽
し

み
な
が
ら
運
動
能
力
や
体
力
が
向
上

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。こ
の
取

組
は
、
昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
ま
し
た
。

【
箕
郷
中
学
校
】

　
春
の
環
境
美
化
活
動
は
「
出
来
る

範
囲
の
除
染
作
業
」
を
含
め
、
生
徒

玄
関
及
び
体
育
館
ま
で
の
渡
り
廊
下

と
二
・
三
階
ベ
ラ
ン
ダ
の
水
洗
い
、

高
圧
洗
浄
機
に
よ
る
プ
ー
ル
清
掃
、

エ
ア
コ
ン
掃
除
な
ど
…
。
埃
ま
み
れ

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
先
生
と
保

護
者
が
手
を
取
り
合
い
、「
生
徒
達
に

少
し
で
も
よ
い
環
境
で
学
校
生
活
を

送
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
、
熱
い
思

い
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

【
吉
井
中
央
中
学
校
】

　
会
員
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
親
睦
球
技
大
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
六
月
十
一
日
に
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
雨
天
の
た
め

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
中
止
と
な
り
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
み
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
先
生
方
を
含
め
、
総

新町第二小学校

東部小学校

倉渕中学校

里見小学校

吉井中央中学校
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勢
百
五
十
名
以
上
の
方
が
参
加
し
白

熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

【
群
馬
南
中
学
校
】

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て
年
間
二
回
の

環
境
整
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
朝
六
時
半
よ
り
生
徒
・
保
護
者
・

教
職
員
が
協
力
し
合
い
、
校
内
や
周

辺
の
環
境
美
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
回
、
自
由
参
加
に
も
か
か
わ
ら
ず

総
勢
二
百
六
十
名
近
く
の
人
数
が
集

ま
り
、
除
草
作
業
・
側
溝
掃
除
・
庭

木
の
剪
定
等
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

【
岩
平
小
学
校
】

　
地
域
の
方
の
ご
指
導
と
協
力
を
頂

き
、
色
々
な
農
業
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
畑
で
野
菜
栽
培
、

里
山
で
き
の
こ
栽
培
、
田
植
え
を
し

て
収
穫
し
た
お
米
で
お
に
ぎ
り
を
作

っ
て
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
食
べ
る

パ
ー
テ
ィ
ー
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
体
験
を
一
緒
に
す
る
機
会
が
多

い
子
供
た
ち
は
、
学
年
関
係
な
く
仲

が
良
い
で
す
。

　
部
活
動
の
様
子

【
箕
郷
中
学
校
】

　
中
体
連
で
は
、
団
体
種
目
で
市
大

会
優
勝
旗
を
三
本
、
県
大
会
で
二
本

を
獲
得
し
、
他
に
個
人
入
賞
も
多
数

あ
り
、
箕
中
に
元
気
と
誇
り
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
朝

も
休
日
も
頑
張
っ
た
生
徒
達
は
も
ち

ろ
ん
、
顧
問
の
先
生
方
や
地
域
の
コ

ー
チ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保
護
者
応

援
団
の
熱
意
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

文
化
部
の
活
動
も
盛
ん
で
、
こ
れ
か

ら
の
各
種
発
表
会
が
待
ち
遠
し
い
で

す
。

【
下
室
田
小
学
校
】

　
本
小
学
校
区
で
は
、
学
童
体
育
後

援
会
・
大
字
を
あ
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
部
活

は
、
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
あ
り
、
上
室
田

・
中
室
田
か
ら
の
部
員
も
一
緒
に
日

々
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。　
今

年
度
は
特
に
野
球
部
が
、
県
大
会
三

位
入
賞
と
目
覚
し
い
活
躍
を
し
て
い

ま
す
。

  

学
校
紹
介

【
寺
尾
中
学
校
】

　
本
校
の
特
色
と
し
て
、
創
立
時
か

ら
の
「
地
域
が
育
て
る
学
校
」・「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」 

等

の
育
成
精
神
は
、
現
在
も
引
き
継
が

れ
て
い
て
、
学
校
と
地
域
は
身
近
な

関
係
に
あ
り
ま
す
。
生
徒
は
、
素
直

で
落
ち
着
い
た
状
況
に
あ
り
、
部
活

動
・
学
校
行
事
等
で
も
生
徒
が
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
箕
郷
中
学
校
】

　
本
校
は
生
徒
数
五
六
二
名
が
、
冷

暖
房
完
備
の
新
し
い
校
舎
や
体
育
館

・
プ
ー
ル
な
ど
の
充
実
し
た
施
設
で
、

色
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
全
員
役
員
制

度
」
を
定
着
さ
せ
、
学
校
も
各
種
行

事
の
オ
ー
プ
ン
化
を
進
め
て
い
た
だ

き
、
保
護
者
の
来
校
機
会
が
格
段
に

増
え
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
寄
り
添

い
見
守
る
、
そ
ん
な
大
人
に
恵
ま
れ

る
マ
ン
モ
ス
校
で
す
。

【
高
南
中
学
校
】

　
本
校
は
北
は
前
橋
、
南
は
藤
岡
ま

で
を
境
と
す
る
広
域
な
学
校
区
の
中

に
、
高
崎
イ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
、
近
い
将
来
に
は
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
が
開
通
す
る
土
地
柄
で
す
。

交
通
量
が
増
大
す
る
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
通
じ
生
徒
が
安
全
に
通
学
で
き

る
よ
う
見
守
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者

に
も
高
南
中
Ｏ
Ｂ
が
多
く
、
親
子
・

先
生
共
に
愛
校
心
が
強
い
の
が
こ
の

高
南
中
学
校
の
特
色
で
す
。

【
入
野
中
学
校
】

　
本
校
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
学
校
で

校
庭
に
は
四
十
本
ほ
ど
の
梅
の
木
が

あ
り
ま
す
。
六
月
に
は
学
校
行
事
と

し
て
梅
の
収
穫
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
梅
林
の
管
理
維
持
に
協
力

す
る
た
め
、
夏
休
み
中
に
緑
化
奉
仕

作
業
を
行
な
い
、
多
く
の
会
員
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉

仕
作
業
の
成
果
も
あ
り
、
無
農
薬
で

二
百
キ
ロ
ほ
ど
の
梅
の
収
穫
が
あ
り

ま
し
た
。

【
国
府
小
学
校
】

　
開
校
百
三
十
八
年
目
を
迎
え
る
伝

統
あ
る
学
校
で
す
。「
地
域
と
と
も
に

歩
む
国
府
小
」「
元
気
に
あ
い
さ
つ
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
国
府
小
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
『
元
気
な
国
府
っ
子
』

が
育
っ
て
い
ま
す
。

【
寺
尾
小
学
校
】

　
寺
尾
小
学
校
は
昨
年
、
開
校
四
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。『
開
か
れ
た
学

校
』
を
目
指
し
て
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
学
校
田
を
使
っ
た
授
業
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
親
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
『
ど
ん
ぐ
り
の

会
』
が
全
面
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

学
校
田
で
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
も
ち
つ
き
大
会
で
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。

岩平小学校

箕郷中学校

入野中学校

群馬南中学校

寺尾小学校
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【
南
八
幡
中
学
校
】

　
毎
年
、
学
校
の
環
境
美
化
運
動
と

し
て
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
活
動
』
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
五
月
に
先
生

方
・
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
総
勢
百
六
十

人
以
上
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
主

に
通
学
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
歩
道

の
除
草
作
業
を
中
心
に
登
下
校
の
安

全
確
保
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
百

袋
以
上
の
雑
草
を
刈
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
浜
尻
小
学
校
】

　
今
年
浜
尻
小
学
校
は
、
創
立
三
十

周
年
を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

本
部
と
各
学
年
よ
り
三
十
周
年
委
員

を
募
り
学
校
か
ら
は
校
長
先
生
、
教

頭
先
生
を
交
え
三
十
周
年
委
員
会
を

開
き
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
主
役
は
子
供
達
で
す
か

ら
、
子
供
達
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決

め
て
も
ら
い
ど
の
様
に
し
た
ら
心
・

形
に
残
る
良
い
思
い
出
作
り
に
な
る

の
か
を
考
え
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
東
小
学
校
】

　

本
校
で
は
、「
あ
い
さ
つ
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
飼
育
・
栽
培

活
動
」
を
通
し
て
、
明
る
く
規
律
あ

る
「
元
気
な
学
校
生
活
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
学
校
の
行
き
帰
り
は
、
交

通
指
導
の
方
や
父
兄
の
方
達
と
の
挨

拶
を
行
い
、
ウ
サ
ギ
の
飼
育
で
は
命

の
大
切
さ
と
お
世
話
の
大
変
さ
を
学

び
、
花
を
育
て
る
事
に
よ
り
学
校
を

花
で
満
た
し
明
る
く
、
タ
テ
割
り
集

団
活
動
で
は
、
上
の
子
が
下
の
子
の

面
倒
み
て
、
下
の
子
は
上
の
子
か
ら

色
々
と
学
ぶ
事
が
出
来
、
お
互
い
が

多
く
の
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。

【
新
町
第
一
小
学
校
】

　
平
成
二
十
二
年
に
校
舎
、
体
育
館
、

プ
ー
ル
等
の
施
設
が
全
て
完
成
し
て

落
ち
着
い
て
教
育
の
出
来
る
環
境
が

整
い
ま
し
た
。「
知
識
・
技
能
の
習
得
」

と
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

育
成
」
の
双
方
を
重
視
し
、
道
徳
教

育
や
体
育
の
指
導
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
「
生
き
る
力
」
を
育
め
る
よ
う

に
、
地
域
と
協
力
し
て
全
教
職
員
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
新
高
尾
小
学
校
】

　
本
校
は
、
明
治
六
年
に
開
校
さ
れ

た
「
日
高
学
校
」「
中
尾
学
校
」
を

源
と
し
て
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・

平
成
と
歴
史
を
刻
ん
だ
伝
統
あ
る
学

校
で
す
。
今
年
度
は
、
特
に
「
元
気

に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
」
の
育
成

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
、
朝
の
あ
い
さ
つ

運
動
を
実
施
し
、
学
校
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
桜
山
小
学
校
】

　
桜
山
小
学
校
は
今
年
で
開
校
三
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
学
校
の
特

徴
で
も
あ
る
ジ
グ
ザ
グ
型
の
校
舎
は

児
童
が
自
由
に
回
遊
で
き
、
採
光
や

通
風
の
効
果
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
学
年
の
教
室
は
二
階
に
配

置
さ
れ
、
教
室
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
間
の
壁
を
無
く
し
、
広
い
学
校

空
間
を
作
っ
て
い
ま
す
。

【
八
幡
小
学
校
】

　
本
校
は
、
明
治
時
代
に
創
立
さ
れ

た
、
と
て
も
歴
史
の
あ
る
学
校
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
植
樹
さ
れ
て
か

ら
約
五
十
年
以
上
も
た
つ
大
き
な
メ

タ
セ
コ
イ
ヤ
の
木
が
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
児
童
数
は
現
在
、
四
六
一
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
岩
平
小
学
校
】

　
全
校
生
徒
七
十
八
名
の
小
規
模
な

小
学
校
で
す
。
校
歌
の
中
に
「
山
並

み
青
く
窓
に
映
え
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通

り
で
す
。
校
舎
の
南
に
あ
る
里
山
は
、

四
季
折
々
の
花
や
緑
が
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
子
供
た
ち

の
体
力
作
り
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま

す
。

【
宮
沢
小
学
校
】

　
本
校
は
、
標
高
三
六
〇
ｍ
の
山
間

部
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
伝
統
的
に
継
続
さ
れ
て

い
る
合
唱
活
動
を
推
進
し
、
歌
声
の

響
く
学
校
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
活
動
（
異
学
年
集
団
活

動
）
等
価
値
あ
る
体
験
活
動
を
推
進

し
、
読
み
聞
か
せ
や
親
子
ス
ポ
ー
ツ
、

廃
品
回
収
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
保

護
者
や
地
域
と
歩
む
開
か
れ
た
学
校

で
す
。

【
金
古
南
小
学
校
】

　
本
校
で
は
年
間
二
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子

環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
六
月
十
八
日
（
土
）
に
約
六
四
〇

名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
校
庭
周
辺

の
除
草
、
側
溝
の
砂
上
げ
、
垣
根
や

植
木
の
剪
定
等
を
行
い
ま
し
た
。
蒸

し
暑
い
中
、
汗
を
流
し
て
一
生
懸
命

作
業
を
し
て
頂
き
、
と
て
も
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。
八
月
二
十
七
日（
土
）

も
実
施
予
定
で
す
。

【
箕
輪
小
学
校
】

　
本
校
で
は
、
秋
の
城
山
収
穫
集
会

に
向
け
て
五
年
生
が
米
作
り
を
、
三

年
生
が
梅
干
し
作
り
の
体
験
学
習
を

行
い
ま
す
。
当
日
は
全
学
年
が
協
力

し
、
屋
外
で
釜
で
米
を
炊
き
、
お
に

ぎ
り
を
作
っ
て
城
山
へ
登
り
、
山
頂

で
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
る
と
い

う
行
事
で
す
。
米
作
り
の
大
変
さ
や

協
力
す
る
事
の
大
切
さ
、
ま
さ
に
食

育
の
全
て
が
自
然
と
学
べ
る
、
す
ば

新高尾小学校

八幡小学校
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ら
し
い
行
事
で
す
。

節
電
対
策
に
つ
い
て

【
国
府
小
学
校
】

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
三
箇
所
に

設
置
し
、
涼
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

【
馬
庭
小
学
校
】

　
本
校
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
を
行
い
、【
緑
化
】【
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

【
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
】
を
学
習
し
て
い

ま
す
。【
緑
化
】
で
は
、
花
・
野
菜
の

栽
培
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作
っ

た
り
し
ま
す
。【
省
エ
ネ
】
で
は
、
省

エ
ネ
実
践
『
地
球
お
ん
だ
ん
か
防
止

隊
』
に
全
校
児
童
が
取
り
組
み
ま
す
。

【
新
エ
ネ
】
で
は
、
水
力
発
電
所
や

電
気
自
動
車
の
見
学
を
し
た
り
し
ま

す
。

【
六
郷
小
学
校
】

　
本
校
で
は
、
三
年
程
前
か
ら
環
境

委
員
会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

休
み
時
間
に
委
員
の
児
童
が
校
内
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、
必
要
の
な
い

照
明
等
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
イ
ッ
チ
の
と
こ
ろ
に

「
節
電
」
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
ま
す
。

今
夏
は
教
室
の
窓
に
す
だ
れ
も
取
り

付
け
ま
し
た
。

【
高
松
中
学
校
】

一
、
緑
化
委
員
会
、
科
学
部
を
中
心

　
と
し
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
作

　
成
。

二
、
生
徒
会
を
中
心
に

（
一
）
扇
風
機
を
使
用
す
る
前
に
必

　
　
　
ず
教
室
・
廊
下
の
窓
を
開
け
、

　
　
　
空
気
を
入
れ
替
え
る
。

（
二
）
扇
風
機
の
強
さ
は
三
段
階
中

　
　
　
二
段
目
ま
で
と
す
る
。

（
三
）
休
み
時
間
中
は
四
台
の
内
二

　
　
　
台
の
使
用
と
す
る
。

（
四
）
移
動
教
室
で
は
照
明
、
換
気

　
　
　
扇
を
消
す
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

（
五
）
廊
下
、
ト
イ
レ
の
照
明
は
点

　
　
　
灯
し
な
い
。

　
右
記
を
生
徒
た
ち
が
中
心
と
な
り

考
え
、
節
電
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
保
健
委
員
会
で
は
熱
中
症
を

勉
強
し
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
れ
る
よ

う
暑
さ
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　
校
庭
芝
生
化
情
報

【
北
小
学
校
の
取
組
】

　
北
小
と
言
え
ば
「
え
の
き
」
が
す

ぐ
に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
校
庭
の

中
央
部
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
続

け
、
学
校
の
象
徴
と
も
言
え
る
巨
木

で
す
。
そ
の
校
庭
が
、
今
生
ま
れ
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
熱
い
思
い
か
ら
昨
年
度

よ
り
芝
生
化
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
六
月
に
一
回
目
の
植

え
付
け
を
行
い
、
今
年
は
六
月
十
九

日
に
二
回
目
の
植
え
付
け
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
が
創
立
百
十
周
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ィ

フ
ト
ン
と
い
う
種
類
で
、
強
く
成
長

の
早
い
芝
だ
そ
う
で
す
。

　
地
表
面
の
温
度
を
下
げ
、
防
塵
効

果
も
あ
る
芝
。
取
組
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、
校
庭
全
面
が
芝
に
覆

わ
れ
、
元
気
よ
く
裸
足
で
駆
け
回
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
、
今
か
ら
目
に

浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。
な
お
北
小
は
、

校
庭
芝
生
化
と
同
時
に
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
中
室
田
小
学
校
の
取
組
】

　
五
月
二
十
七
日
、
雨
模
様
の
中
、

中
室
田
小
学
校
で
は
芝
貼
り
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
校
庭
の
南

側
に
約
三
五
〇
㎡
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
協
力

し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
業

し
ま
し
た
。
う
ま
い
具
合
に
雨
が
降

り
、
今
は
青
々
と
茂
っ
て
い
て
、
子

ど
も
た
ち
も
芝
生
の
上
で
駆
け
回
れ

る
日
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

 

●
広
報
誌
第
三
号

　
　
　
編
集
グ
ル
ー
プ
●

・
グ
ル
ー
プ
長

　
　
小
澤　
泰
之
（
金
古
小
）

・
副
グ
ル
ー
プ
長

　
　
高
橋　
誠
哉
（
滝
川
小
）

・
書
記

　
　
吉
田　
良
美
（
吉
井
中
央
中
）

・
編
集
員

　
　
萩
原　
宏
明
（
倉
渕
小
）

　
　
清
水　
博
幸
（
下
室
田
小
）

　
　
羽
根
田　
守
（
宮
沢
小
）

　
　
佐
藤　
貴
昭
（
堤
ヶ
岡
小
）

　
　
岸　
　
　
恵
（
金
古
南
小
）

　
　
田
島　
一
成
（
桜
山
小
）

　
　
篠
崎　
　
明
（
入
野
中
）

　
　
吉
田　
哲
也
（
新
町
第
一
小
）

　
　
吉
住　
秀
一
（
新
町
第
二
小
）

　
　
五
十
嵐
昭
一
（
矢
中
中
）

　
　
石
井　
郁
乃
（
新
町
中
）

　
　
石
井　
　
博
（
南
八
幡
小
）
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